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考えるってたのしい！を育てる　（➡本紙p.2、3）

算数大好き！を育てる　（➡本紙p.3）

わかった！できた！を育てる　（➡本紙p.4）

主体的・対話的で深い学びを実現するため、具体的でていねい
な紙面構成とし、見方・考え方を働かせながら、思考力・判断力・
表現力をのばすことができるように様々な工夫をしました。

導入や展開を工夫したり、発展的に学習をひろげる様子を盛り込ん
だりし、主体的に学習が進められるようにしました。さらに、「ふ
くろう先生のなるほど算数教室」を掲載するなどし、学びに向か
う力を一層高めることができるようにしました。

ウェブコンテンツを大幅に増やしました（6年は
268コンテンツ）。練習問題コンテンツや、シミュレー
ションコンテンツ、アニメーションコンテンツなどを設
け、児童の理解を深めることができるようにしました。
　また、教科書上に 2次元コードを配置し、コンテンツ
により素早くアクセスできるようになりました。

練習問題を、従来と同様十分な量設けるとともに、単
元末問題や復習のページを用意することで、基礎・
基本が確実に定着するようにしました。

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

104-129 小学校 算数 算数 6学年
発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

4大日本 算数 614 新版 たのしい算数 6年

編 修 趣 意 書
（教育基本法との対照表）

「新版 たのしい算数」は次のことを大切にしました

「新版 たのしい算数」は、子どもたちに「学ぶたのしさ」「わかるよろこび」を与えることを目指し
て編集しました。知識、技能の定着はもとより、考える力、判断する力、表現する力を育むことが
できるよう、問題解決の流れを具体的に提示したり、答えや考え方の一部を見せずに子どもたちの
気づきを促す場面を設けたりしています。また、算数の見方・考え方を働かせながら主体的・対話
的に学ぶことができるよう工夫しています。ご家庭や地域でもこの教科書を活用し、子どもたちと
一緒に算数のたのしさを感じていただけることを願っています。

編修の基本方針Ⅰ

タブレットマークが
コンテンツを示して
います。

ページ番号の横の2
次元コードで、その
ページのコンテンツ
にアクセスできます。
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1
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ら
に

二次元
コード
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考えるってたのしい！ を育てる ～思考力・判断力・表現力の育成～
主体的・対話的で深い学びを実現するよう、重点となる時間を「じっくり深く学び合おう」
と設定し、授業の流れ・数学的活動の流れをていねいに示しました。

1

巻頭に「算数の大切な考え方」のコーナーを新設しました。それぞれの問題で使える見方・
考え方は「ひらめきアイテム」として、このコーナーにまとめられます。

2

授業での児童の話し合い
や教師の発問例などをイ
ラストで示し、授業の進
め方の参考になるように
しました。
特に単元2では、写真を
使い、5ページにわたっ
て詳細に展開しています。

イラストで示された児童
を追うことで、1人の児
童が思考を深めていく例
を示しました。

1

単元内でひらめきアイテムの見方・考え方を働かせてい
るところでは、まとめに「ひらめきアイテム」を提示。
巻頭のシートにまとめを記入することで、同じ見方・
考え方が使える学習内容をまとめることができます。

集めたアイテム
を別の問題の
解決などに生
かします。

6

2 2 3 6

7

いくつ分

▲p.40～41▲p.52

▲p.10～12

▲p.36

▼p.34

集めたアイテムを後の
学習の解決に生かす。
集めたアイテムを後の
学習の解決に生かす。

▼p.34

巻頭にまとめ
をメモ。

アイテムを
みつけたら…
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単元末の問題に、見方・考え方をたしかめる問題「見方・考え方をたしかめよう」を適宜
設定しました。その単元の「発見！考え方」や「ひらめきアイテム」に関連しています。

3

各種の学力調査で課題とされて
いる読解力・表現力・活用力な
どが身につきます。

4

導入の工夫や、発展的に考える様子
の例示などを通して、主体的に学習
に取り組めるようにしました。

1

算数のたのしさがひろがるコラム
「ふくろう先生のなるほど算数教室」
を充実させました。

3

算数の学習を日常生活や他教科の学習に生かす態度を養います。2

学習をふりかえって、新しい問題を見いだ
していく様子を例示しました。

「ふくろう先生のなるほど算数教室」では、面
白い算数の問題やお話、算数を生かして仕
事をされている方へのキャリア教育インタ
ビューなどを掲載しています。算数への興味・
関心を高めたり、算数が社会で生かされている
ことを実感させたりすることができます。

単元や毎時の導入では、
児童自身が問題や疑問
を見いだし、主体的に
学習に取り組めるよう題
材を工夫しました。

巻頭の「算数の学び方」
でも、学習したことを
生活に生かそうとす
る様子や、発展的に
新しい問題を見いだす
様子を掲載しました。

学習したことを生活に生かす
ことのできるよう、題材を工夫
しました。また、1～3年では、
学習したことを家庭や地域での
生活にも生かすよう促す「おう
ちで算数」を掲載しています。

算数大好き！ を育てる ～学びに向かう力・人間性等の涵養～2

知識・技能のまとめだけでなく、考え方
に焦点をあてたまとめ「発見！考え方」
を掲載しています。

情報を読み取る力や、学
習を活用する力を育成
する「読み取る力をのば
そう」を掲載しています。

側注を設け、単元のどの
授業をふりかえるとよい
いかが明確になっていま
す。

単元内の学習 単元末のたしかめ問題

p.57

p.210

p.35

p.112

▼p.102

▲p.181

▲p.30 ▲p.240

▲p.7

➡
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わかった！できた！ を育てる ～知識・技能の確実な習得～
シミュレーションコンテンツや練習問題など、様々な種類のデジタルコンテンツを豊富
に設けました（268コンテンツ）。

1

充実した適用問題・補充問題で、知識・技能が確実に身につき、定着します。2

習熟度別指導などの個に応じた指導や自己評価に活用できるように、単元末の「たしか
め問題」を工夫しています。

3

3

毎時の適用問題は、全単元
にわたって十分な量を設け
ました。

用語や計算のしか
たなどの基礎・基
本を再確認できる
「しっかりチェック」
を掲載しました。

問題番号には水色
の印をつけました。
授業時間が限られて
いるときや、習熟度
別指導の際に、水色
の問題だけ取り組む
といった柔軟な使い
方ができます。

ふりかえるページも掲載し
ました。

単元の学びを他の問題に生かす発展的な学習
の問題を設定しました。習熟度の高いクラスなど
で、時数に余裕があるときに取り組むことができ
ます。

単元の主要な学習内容を動画で解説します。ふりかえ
りのときだけでなく、授業を欠席した際などに使うことが
できます。習熟度の高い児童には、「チャレンジ！」の問
題をデジタルコンテンツで用意しました。

単元全体をふりかえろう
を新設。第1単元には、どう
いった観点でふりかえるとよ
いかの例も掲載しました。

練習問題のコンテ
ンツは、これまで
のコンテンツ数
から倍増しました。

水色の印で問題のタイプ分
けを提示。全単元で採用
し、時間調整や習熟度別
指導に対応しやすくしま
した。

練習問題に対応した巻末の補充問題「プラ
ス・ワン」を全単元にわたり豊富に掲載し
ました。デジタルコンテンツに解答もありま
すので、児童自身で答え合わせもできます。

▼p.258

▲p.152

▲p.69 ▲p.35

▲p.96～97

シミュレーションコン
テンツでは、簡単に
何度でも試行錯誤
することができま
す。
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　教育基本法の理念にそって、真理を追求し、豊かな人間性と創造性を身につけることができるように、次の
ような点に配慮して教科書を編修しました。

対照表Ⅱ

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

巻
　
頭

目次 ●目次ページには、既習事項や今後の学習とのつながりを記載しました。（第一号） 表紙裏～ p.1

算数の学び方 ●巻頭の「算数の学び方」では、学習の進め方を算数の問題解決の流れとしてサイクル状
に示し、生活や他教科に学習を生かす様子も掲載しました。（第一、二号）

●ペア・グループ学習の例や、友達の考えのよさを見いだすことなどを掲載しました。
（第一、三号）

p.6～9

算数の大切な
考え方

●これまでの学習で使ってきた数学的な見方・考え方をふりかえることができるように
しました。また、学習した見方・考え方をまとめることで、考え方を統合できるよう
にしました。（第二号）

p.10～15

本
　
編

各単元の構成 ●主体的・対話的で深い学びが実現するよう、数学的活動を豊富に取り入れ、知識・技能、
思考力・判断力・表現力が育成できるようにしました。（第一、三号）

全体

じっくり深く
学び合おう

●重点となる時間を「じっくり深く学び合おう」と位置づけ、主体的・対話的で深い学び
が実現するよう工夫しました。（第一、三号）

●考えを表現する活動や、問題に対する多様な解決方法を掲載しました。（第二、三号）

p.33～34、
p.37～41、
p.181～183など

まとめ
ひらめきアイテム

●まとめは、知識・技能面だけでなく、考え方に焦点をあてた「発見！考え方」を取り入
れました。（第二号）

●様々な場面で使える見方・考え方を「ひらめきアイテム」として掲載しました。学習の
中で発見したアイテムは巻頭のシートに記録し、これまでの考え方と統合するととも
に、以降の学習で活用できるようにしました。（第二号）

p.34、52、117、
など
p.11～15

適用問題 ●毎時の適用問題を豊富に掲載し、基礎的・基本的な知識・技能を定着させることがで
きるようにしました。（第二号）

p.35、152、
187など

ふりかえろう ●「じっくり深く学び合おう」、「たしかめ問題」のページを中心に、学習感想を書くコー
ナー「ふりかえろう」を設け、大切な考え方に気づかせたり、自己評価を促したりする
ことができるようにしました。（第一、二号）

p.29、41など

たしかめ問題 ●単元末の「たしかめ問題」は、「しっかりチェック」を設けるなどし、習熟度別指導などの
個に応じた指導に柔軟に活用できるようにしました。（第一、二号）

●単元で使った見方・考え方を確認する問題を適宜取り入れました。（第一、二号）
●文章量の多い問題を取り入れ、読解力を育成できるようにしました。（第一、二号）

p.28～29、
p.53～54、
p.130～131など

学んだことを生かそう ●単元での学習を他の問題や身の回りの生活などに生かす問題を設定しました。（第二号） p.54、131など

読み取る力を
のばそう

●各種の学力調査で課題とされている、読解力・活用力・表現力を育成するため、「読み
取る力をのばそう」を掲載しました。（第一、二号）

p.88、144～
145、179、210

ふくろう先生の
なるほど算数教室

●「ふくろう先生のなるほど算数教室」では、興味・関心を高めたり、算数が社会で生か
されていることを実感したりできるようにしました。（第一、二号）

●算数を生かして仕事をされている方へのインタビューを掲載し、「発行者」のウェブサ
イトにその動画も掲載しました。（第二号）

p.30～31、114、
160～161、
226~240

プログラミングに
ちょうせん！

●プログラミングに触れる特設ページを全学年に設け、プログラミング的思考をのばす
ことができるようにしました。2～6年では、アンプラグドプログラミングとビジュア
ルプログラミングの両方を掲載しました。（第一、二号）

p.176～177、
204～205

巻
末

数学の世界へ ●中学校の数学への興味・関心を高め、小中の接続をスムーズに行うことができるよう、
数学へつながる問題・活動や、数学の内容を紹介するページを設けました。（第一、二号）

p.241～255

数直線図のかき方 ●数直線図のかき方の理解・定着を図るために、手順を細かく解説する特設ページを設
けました。（第一、二号）

p.256～257

プラス・ワン ●巻末補充問題「プラス・ワン」を全単元にわたって設定し、基礎的・基本的な知識・技
能を定着させることができるようにしました。（第一、二号）

p.258～270

そ
の
他

イラストや写真 ●キャラクターの2人を外国にルーツをもつ児童に設定。また、イラストや写真にも適宜、
外国にルーツをもつ人を掲載し、異文化理解を促すようにしました。（第三、五号）

●イラストの中などに、車椅子や白杖を使っている人を入れ、障がい者に対する理解を
促すようにしました。（第三、五号）

p.7、34、43、
135、183など
p.39、233など

環境などに
配慮した問題

●算数を通して SDGsを知る特設ページを設けました。（第四号）
●自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を養うため、問題場面などに適宜、環境
問題などに関連したものを掲載しました。（第四号）

p.226～227、
240など

特別支援教育・ユニ
バーサルデザインに
配慮した紙面構成

●専門家の監修のもと、全面的にユニバーサルデザインフォントを使用したり、カラー
ユニバーサルデザインをふまえた配色を工夫したりするなど、特別支援教育やユニバー
サルデザインに配慮しました。（第一号）

全体

デジタル
コンテンツ

●知識・技能を定着させたり、容易に試行錯誤したりすることができるよう、デジタル
コンテンツを用意し、対応する箇所にマークを付しました。（第一、二号）

全体
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受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

104-129 小学校 算数 算数 6学年
発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

4大日本 算数 614 新版 たのしい算数 6年

編 修 趣 意 書
（学習指導要領との対照表、配当授業時数表）

編修上特に意を用いた点や特色Ⅰ

統計的な問題解決を重視した統計単元2

学習の進め方がよくわかる巻頭「算数の学び方」1

統計を使って、意思決定する問題を主問
題として取り上げました。

統計的問題解決の5つの段階を示した「表やグラフを生かそう」を掲
載しました。また、グラフが作成できるデジタルコンテンツを設け、
レポート作成などに活用できるようにしました。

学習の進め方・問題解決の流れ
をサイクル状に示し、学習を
発展的にひろげていく態度を促
すようにしました。

発表のポイントや、友達の発表を聞くときの姿勢につい
ても掲載しました。

ペアやグループでの
対話的な学びの例や
タブレットを活用し
た例を提示しました。

生活や他教科に学習を生
かす様子も例示しました。

ノートにかく内容の概要と、具
体的なノート例を掲載しました。

▲p.6～7

▼p.8～9

▼p.86～87

p.80
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アンプラグドプログラミング

Scratchを使った
ビジュアルプログラミング

プログラミングページの充実3

使いやすく機能的な紙面構成4

学年間の系統性、幼児教育・中学校との接続に配慮5

コンピュータを使わないアンプラグドプログラミングと、コンピュータを使うビジュアルプログラミングの両方を用
意しました。数学的活動を通して、プログラミング的思考に触れることができます。

学習したプログラミング的思考と同じ
考え方が身の回りで使われている例を
紹介するコーナーを新設しました。

授業の流れがイ
メージしやすい、
授業場面イラスト
や吹き出し

児童が見いだすこ
とと、先生が教え
ることを、赤枠と
青枠で区別

ふりかえりをするときに
探しやすいインデックス

解決方法を見せない右ページ始まり

学習のつながりが
わかりやすい、
領域別単元カラー

本時の学習内容がひと
目でわかる、学習の
めあて（2年以降の
全時間に設定）

▲p.67

▲p.176

▲p.177

▲p.204

▲p.68

目次では、既習事項とのつながり、今後の学習との
つながりを明示しました。

演算決定などで使う図については、6学年を通し
て系統的に扱い、徐々に使いこなすことができる
ように配慮しました。

1時間の区切りの
目安を示す砂時計
マーク

緑 ：数と計算
ピンク ：図形
青色 ：変化と関係
オレンジ： データの活用

表紙裏

p.33
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専門家監修のもと様々な現代的な課題に対応7

▲p.241 ▲p.252

専門家監修のもと特別支援教育やユニバーサルデザインに配慮6

本文や吹き出し、ページ番号など、全面的に、
見やすく読みやすいユニバーサルデザイン
フォントを使用しました。特に教科書体は、
デジタル教科書でも読みやすい書体を採用しました。

色覚の特性によらず情報が読み取れるよう、配色に配
慮しました。インデックスでは、デザイン上の工夫を
施し、より判別しやすくしました。

単語の途中で改行せず、読みやすい
位置で改行をしています。 問題解決の段階を示したタグは、特別な配慮

を必要とする児童を含め、全ての児童にとっ
て今何をしているかが把握しやすく、安心
して学習に取り組めるようになります。

　　　　　　　　ページ番号は枠で囲むととも
に太い書体を採用し、判別しやすくしました。

全面的にUDフォントを使用 カラーユニバーサルデザイン

読みやすい位置での改行
問題解決の段階を示すタグ

ページ番号

1年では、入学初期の学習内容を分冊化し、A4判にすること
で活動しやすくするなど、これまで以上に幼児教育との接続に
配慮しました。また、幼稚園・保育園とのつながりを示唆
するオープニングページを設定し、単元の学習でもスタート
カリキュラムをふまえた内容を意識しました。

5、6年では、中学校の学習との接続を意図した特設を
設置。数学へとつながる問題・活動や、数学の内容を紹介
するページを設けました。

　　　　　算数の学習に関連させて
SDGsを知る特設ページを設けました。

　　　　　　　海外の単
位として、ヤードやポンド
を紹介しています。（p.229）友達の考えのよいと

ころを見つけること
を促す記述を取り入れ
るなど、道徳教育との
関連をはかりました。

　　　　　　　 
キャラクターの2人を外
国にルーツをもつ児童
に設定。挿絵や写真でも
適宜外国にルーツをもつ
人々を掲載しました。

〈SDGs〉

〈外国語活動〉
〈道徳教育〉

〈異文化理解〉

▲p.9

▲p.182

　　　　　　　拡大図と縮図の
学習で縮尺を使って避難所ま
での距離を調べる活動を取り入
れました。（p.173）

　　　　　　　　　　
他教科との関連をマークで
示しました。（p.171）

〈防災教育〉

〈他教科との連携〉

SDGsの特設ページには
マークを付しました。

はじめの数を 
5にして…。
どうして 
当てられるのかな。

117

比例と反比例12

問
題
を
つ
か
も
う

▼1年① 表紙裏～p.1

p.226

SDGs
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教科書の特色
教育基本法の遵守 ●教育基本法第1条の「教育の目標」を実現するために、同2条の「教育の目標」の達成を目指して編修しました。

学習指導要領の遵守 ●算数科の学習指導要領に記載された項目を全て取り上げました。

主体的・対話的で
深い学びへの対応

●巻頭の「算数の学び方」において、ペア・グループ学習などの対話的な学びの方法を例示しました。（p.6～9）
●「じっくり深く学び合おう」の時間では、多様な解決方法を比較検討して話し合う活動などを通じて、深い学
びが実現するように配慮しました。（p.33～34、p.37～41など）

基礎的・基本的な
知識・技能の習得

●毎時の適用問題を豊富に掲載するとともに、巻末補充問題「プラス・ワン」を全単元にわたって設定しました。
（p.104、105など、p.258）
●学年1冊本とすることで、既習事項のふりかえりがしやすくなるようにしました。また、ふりかえりが特に
有効なところでは、リンクマークを付しました。（p.99、115、209など）

思考力・判断力・
表現力等の育成

●本時のまとめでは、考え方に焦点をあてたまとめを適宜取り入れました。（p.52、134など）
●様々な場面で使える見方・考え方を「ひらめきアイテム」として設定しました。学習を進める中で獲得し、巻
頭でこれまでの考え方と統合することができます。また、獲得した考え方を活用できるなど、展開を工夫し
ました。（p.11～15、34、36など）

●シミュレーションのデジタルコンテンツを従来よりも豊富に用意し、容易に試行錯誤ができるようにしまし
た。（p.85、164など）

学びに向かう力、
人間性等の涵養

●単元の導入などは、児童自身が問題や疑問を見いだし、主体的に学習に取り組めるような題材を工夫しました。
（p.45、89など）
●「ふくろう先生のなるほど算数教室」では、算数への興味・関心を高めたり、算数が社会で生かされているこ
とを実感したりすることができるようにしました。（p.30～31、114、160～161、226～240）

個に応じた指導 ●水色の印で適用問題のタイプ分けを提示するとともに、巻末補充問題「プラス・ワン」を全単元にわたって設
定し、時間調整や習熟度別指導に対応しやすくしました。（p.42、197など、258～270）

●単元末の「たしかめ問題」には、「しっかりチェック」を設け、習熟度別指導などの個に応じた指導の際に、柔
軟に活用できるようにしました。（p.111～112など）

学年間の系統性へ
の配慮、幼保小の
連携、小中の接続

●目次では、既習事項とのつながり、今後の学習とのつながりを明示しました。（表紙裏～ p.1）
●1年では、入学直後の学習内容を分冊化し、判型を大きくし扱いやすくしました。また、その巻頭では、幼稚
園・保育園とのつながりを示唆するオープニングページを設定し、入学初期の児童に、安心感と期待感をも
たせるようにしました。

●5、6年では、中学校の学習との接続を意図した特設ページを設置しました。(p.241～255）

ICT教育への対応 ●無料のデジタルコンテンツを豊富に用意し、対応するページに2次元コードを付しました。練習問題だけで
なく、動画やシミュレーションコンテンツなども設けています。（p.49、82、106など）

●プログラミング教育に対応したページを全学年に設けました。（p.176～177、204～205）

道徳教育との関連 ●友達の考えのよさを見つけることを促す記述を取り入れるなど、道徳との連携にも配慮しました。（p.9など）

他教科との関連 ●他教科に関連した題材を適宜扱うとともに、関連していることをマークで示しました。（p.171など）

現代的な諸課題へ
の対応

●異文化理解を促すため、キャラクターの2人を外国にルーツをもつ児童としたり、イラストや写真の中でも、
適宜外国にルーツをもつ人々を掲載しました。（p.37、92、183、197など）

●算数で学習したことを通して、SDGsを知ることができる特設ページを設けました。（p.226～227）

伝統文化を尊重す
る態度の育成

●日本の建築物に使われている白銀比を紹介する特設ページを設けるなど、日本の伝統文化を尊重する態度を
育成することができるようにしました。（p.160～161）

評価への対応 ●適用問題を豊富に設け、単元末には「たしかめ問題」を設定することで、評価としても活用することができる
ようにしました。（p.111～112、p.157～158など）

●「ふりかえろう」を設置し、学習感想を書かせることで、評価の資料とすることができるようにするとともに、
自己評価をすることができるようにしました。また、単元全体をふりかえることができるよう、単元末の「た
しかめ問題」にも「ふりかえろう」を設置しました。（p.29、41など）

家庭・地域社会と
の連携

●家庭や地域においても算数を活用する態度を育成できる題材を工夫しました。（p.158、173など）

安全への配慮・
メディアリテラシー

●インターネットを使用する際には，情報の信憑性について注意するよう記載しました。（p.84）

配列・分量 ●学習内容の系統性、領域のバランス、他教科との連携を総合的に考慮し、適切な単元配列を組みました。
●単元の学習は必要かつ十分なものを取り上げ、年間の予備時数も十分に確保しました。
●単元内の問題は、授業時間を考慮しながら、知識・技能を定着させるために豊富に用意しました。

特別支援教育、ユ
ニバーサルデザイ
ンへの対応

●専門家の監修のもと、文節単位での改行、全面的なユニバーサルデザインフォントの使用、カラーユニバー
サルデザインをふまえた配色などの工夫を行い、特別支援教育やユニバーサルデザインに配慮しました。

印刷・製本 ●環境に配慮した紙と植物油インキを使用しています。表紙は、丈夫で汚れにくくなるよう加工し、光触媒を
利用した抗菌・抗ウイルス処理をしています。

●製本は児童にとって安全で、奥までよく開くアジロ綴じを採用しています。
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図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所
ページ

配当
時数 用語・記号

巻
頭

「たのしい算数」の使い方 2～5 ー
算数の学び方 6～9 ー
算数の大切な考え方 10～15 ー

本
文

❶対称な図形 B（1）ア(ｲ)、イ(ｱ) 16～29 10 線対称、対称の軸 18、
点対称、対称の中心 19

対称な形をつくろう 30～31 ー
❷分数と整数のかけ算・わり算 A（1）ア(ｱ)(ｲ)(ｳ)、イ(ｱ) 32～44 7
❸円の面積 B（3）ア(ｱ)、イ(ｱ)、内容の取扱い（3） 45～54 6

円の面積の公式づくり 55 1

復習 内容の取扱い（2） 56 ー
❹文字を使った式 A（2）ア(ｱ)、イ(ｱ) 57～64 4

何枚いるかな 65 1

❺データの活用 D（1）ア(ｱ)(ｲ)(ｳ)、イ(ｱ) 66～87 11
ドットプロット 69、
平均値 68、中央値 72、
最頻値 71、階級 77

グラフから読み取ろう 88 1

❻角柱と円柱の体積 B（4）ア(ｱ)、イ(ｱ) 89～97 6
復習 内容の取扱い（2） 98 ー
❼分数のかけ算 A（1）ア(ｱ)(ｲ)(ｳ)、イ(ｱ) 99～112 11
時間と分数 113 1
不思議な分け方 114 ー
❽分数のわり算 A（1）ア(ｱ)(ｲ)(ｳ)、イ(ｱ)、内容の取扱い（1） 115～131 14
どんな計算するのかな 132 1
❾場合の数 D（2）ア(ｱ)、イ(ｱ) 133～142 7
リーグ戦とトーナメント戦 143 1
どの行き方がいいかな 144～145 1
復習 内容の取扱い（2） 146 ー
❿比 C（2）ア(ｱ)、イ(ｱ) 147～159 9 比の値 142、   ： 139
美しさの秘密 160～161 ー
⓫拡大図と縮図 B（1）ア(ｱ)、イ(ｱ) 162～175 8
形が同じ図形を見分けよう 176～177 ー
どうして拡大図になるのかな 178 1
伊能忠敬の地図作り 179 1
復習 内容の取扱い（2） 180 ー
⓬比例と反比例 C（1）ア(ｱ)(ｲ)(ｳ)、イ(ｱ) 181～203 14
比例のグラフをかこう 204～205 ー
反比例のグラフ 206 ー
⓭およその面積や体積 B（2）ア(ｱ)、イ(ｱ) 207～209 3
6年間のまとめ 内容の取扱い（2） 211～225 9
世界の問題を割合でみてみよう、単
位のしくみ、分数ものさしで計算をし
よう、直線がつくる曲線、世界の時刻、
点字のしくみ、エジプトで使われてい
た算数、円ばんはいつ移し終わるかな、
来場者数はどのように数えるの、算数
写真館、算数お仕事インタビュー

226～240 ー

数学の世界へ 241～255 ー
合計

巻
末

数直線図のかき方 256～257 ー
プラス・ワン 258～270 ー
さくいん 273 ー

対照表Ⅱ
第6学年 二重線は3学期制の区切り、太破線は2期制の区切り

〔
数
学
的
活
動
〕

129

学習指導要領の内容 該当箇所ページ

1(ｱ) 66～68、69～70、72～73、133～135、137～139、147～149、155、156、172～173、181～183、207～209

1(ｲ) 16～19、32～34、36、37～41、51～52、91～92、93～94、99～103、115～119、167～168

1(ｳ) 33～34、36、37～41、51～52、67～68、91～92、93～94、100～103、116～119、122、127～129、133
～135、137～139、155、156、163～164、167～168、181～183、193、207～209
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受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

104-129 小学校 算数 算数 6学年

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

4大日本 算数 614 新版 たのしい算数 6年

編 修 趣 意 書
（発展的な学習内容の記述）

ページ 記述 類型 関連する学習指導要領の内容や
内容の取扱いに示す事項 ページ数

175 相似比と面積比 1 B（1）ア(ｱ)
縮図や拡大図について理解すること。 0.5

242～
243 負の数とその計算 1

内容の取扱い（2）
内容の「Ａ数と計算」の（1）については，第3学年から第6学年
までに示す小数や分数の計算の能力を定着させ，それらを用いる
能力を伸ばすことに配慮するものとする。

2

245 等式の性質 1
A（2）ア(ｱ)
数量を表す言葉や□，△などの代わりに，a，xなどの文字を用
いて式に表したり，文字に数を当てはめて調べたりすること。

1

246～
247 作図 1

B（1）イ(ｱ)
図形を構成する要素及び図形間の関係に着目し，構成の仕方を考
察したり図形の性質を見いだしたりするとともに，その性質を基
に既習の図形を捉え直したり日常生活に生かしたりすること。

2

248 おうぎ形の面積 1 B（3）ア(ｱ)
円の面積の計算による求め方について理解すること。 1

250 確率 1
D（2）ア(ｱ)
起こり得る場合を順序よく整理するための図や表などの用い方を
知ること。

1

251 柱状グラフの階級の幅を
変えること 1

D（1）ア(ｲ)
度数分布を表す表やグラフの特徴及びそれらの用い方を理解する
こと。

1

252 負の数とその計算 1

内容の取扱い（2）
内容の「Ａ数と計算」の（1）については，第3学年から第6学年
までに示す小数や分数の計算の能力を定着させ，それらを用いる
能力を伸ばすことに配慮するものとする。

0.5

252 文字を使った式の表し方
や計算 1

A（2）ア(ｱ)
数量を表す言葉や□，△などの代わりに，a，xなどの文字を用
いて式に表したり，文字に数を当てはめて調べたりすること。

0.5

253 方程式 1
A（2）ア(ｱ)
数量を表す言葉や□，△などの代わりに，a，xなどの文字を用
いて式に表したり，文字に数を当てはめて調べたりすること。

0.5

253 図形の移動 1 B（1）ア(ｲ)
対称な図形について理解すること。 0.25

253 作図 1

B（1）イ(ｱ)
図形を構成する要素及び図形間の関係に着目し，構成の仕方を考
察したり図形の性質を見いだしたりするとともに，その性質を基
に既習の図形を捉え直したり日常生活に生かしたりすること。

0.25
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254 錐体，球の体積 1
B（4）ア(ｱ)
基本的な角柱及び円柱の体積の計算による求め方について理解す
ること。

0.25

254 おうぎ形，円錐の表面積 1

B（3）ア(ｱ)
円の面積の計算による求め方について理解すること。
B（4）ア(ｱ)
基本的な角柱及び円柱の体積の計算による求め方について理解す
ること。

0.25

254 証明 1

B（1）ア(ｲ)
多角形の角についての性質が見いだせること。
B（2）ア(ｲ)
証明の必要性と意味及び三角形の合同条件について理解すること。
　　  イ(ｱ)
三角形の合同条件などを基にして三角形や平行四辺形の基本的な
性質を論理的に確かめたり、証明を読んで新たな性質を見いだし
たりすること。

0.25

254 相似 1 B（1）ア(ｱ)
縮図や拡大図について理解すること。 0.25

255 負の数を含めた比例，反
比例 1

C（1）ア
(ｱ) 比例の関係の意味や性質を理解すること。
(ｳ) 反比例の関係について知ること。

0.25

255

度数分布表や柱状グラフ
の階級の幅を変えること，
度数分布表から代表値を
求めること，相対度数

1
D（1）ア(ｲ)
度数分布を表す表やグラフの特徴及びそれらの用い方を理解する
こと。

0.25

255 確率 1
D（2）ア(ｱ)
起こり得る場合を順序よく整理するための図や表などの用い方を
知ること。

0.25

合計 12.25

（「類型」欄の分類について）
1… 学習指導要領上、隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても、当該学年等の学習内容と直
接的な系統性があるものを含む）とされている内容

2…学習指導要領上、どの学年等でも扱うこととされていない内容


